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問題の所在 
子どもの感情発達は 歳までに大きな発達を遂げ

る。感情の発達には、感情のプロセスの習得が非

常に大きな意味を成す。感情のプロセスとは、感

情の認知・感知・理解・表現である

。ところで感情とは人間が共

通してもっている普遍的なものであるが、その受

け止められ方においては、文化特異的な差異が認

められている。感情発達に関する日本における研

究では、海外の同分野の研究と比較して次の 点

の特長を挙げることができる。 
①自己感情理解よりも他者感情の理解に、より重

点が置かれていること 菊池 枡田

ら 、②怒り感情より悲しみの感情により焦点が

当てられていること 菊池 である。子ども

の感情制御の発達の過程において、保育者の適切

な支援は大きな影響力をもつ。そこで当研究では、

日本とドイツにおける保育者を目指す学生が、実

際にどのように子どもに反応するかを対比的に調

査した。 
研究目的 
本研究では、日常場面における子どもの感情表現

の発達支援に関して、日本とドイツにおける保育

科の学生の考え方、及びその反応に起因する反応

の違いを検討し、日本における就学前教育への示

唆を得ることを目的とする。 
研究方法 
調査対象：保育科を学ぶ学生 
日本人学生 人（ 大学） 
ドイツ人学生 人（ 大学） 
調査時期： 年 、 月 
測定方法：質問紙調査（それぞれ約１分間の、３

本のビデオを使用） 
データ分析： の使用による量的評価 
結果

（１）子どもの感情表現を映した同一のビデオを

示したときの、日本人学生及びドイツ人学生の感

情の評価、（２）子どもに対する反応の仕方、か

ら読み取れる日本とドイツにおける相違点は以下

の事柄である。

日本人 
・悲しみ感情に焦点を当てる 
・時間・空間を子どもに与える、距離を保つ 
ドイツ人 
・悲しみ感情をあまり読み取らない 
・すぐに話しかけるなどの直接的アプローチ 
また、次のグラフ１は、日本人とドイツ人がそれ

ぞれどのような方法で子どもの感情発達を支援す

るかを答えた結果を示している。ここではすべて

の項目においてドイツ人の方が高い割合でそれぞ

れの方法を用いることが示された。

 
 

 
続くグラフ２では、大学の授業やセミナーなどを

通して、感情発達について学んだことがあるかど

うかを質問した結果を示している。ドイツ人保育

士、感情発達支援に関するより多くの知識をもっ

ているという結果になった。

 
結論 
文化的特徴は、反応の直接性の項目の得点の違い

から明らかになった。すなわちドイツ人は子ども

の感情表現に対し直接話しかけるなどのアプロー

チをとることが多いのに対し、日本人はまず「待

つ」、「様子を見守る」という傾向がある。また、

日本人が「怒り」感情をあまり強く読みとらず

「悲しみ」感情に焦点を当てる傾向にあるという

ことは、文献調査の結果と類似する結果となった。 
感情発達支援について、授業やセミナーを通し、

広くまた頻繁に学びの機会が持たれることが、子

どもの支援における直接的示唆となるということ

が明らかになった。 
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Ⅰ．はじめに

本園では、「探究力・活用力が発揮される生活」というテー

マで、４年にわたり実践事例をもとに研究をしてきた。１年次、

子どもが好んで関わる「透明」なものに着目し、その魅力に

迫ることで「探究の道筋」を明らかにした。２年次は、子ども

が遊びの中で思いを実現するときや、遊びを創り出すときに

必要不可欠なものを「道具」と定義し、「道具」と関わる子ども

の姿に着目した。そして「道具」との関わりが深まることで、よ

り考えたり工夫したりしようとする探究へとつながっていくと

考えた。３・４年次は、「もの」との関わりの中で生き生きと動

き出す子どもの「からだ」そのものに着目した。子どもは、自

分らしくあることを保障され安心感を得ると、周りのもの、ひと、

ことに触発され、からだが思わず動き出す。そして動き出し

た子どもは、さらに周りのもの、ひと、こととつながりながら、

探究を深めていく。そこには、どのような教師の援助が必要

なのだろうか。本研究では、「探究する心を育む」ための教

師の援助について、実践事例をもとに省察していく。

Ⅱ．事例

この事例は、年長児だけの午後の幼稚園での出来事であ

る。子どもたちの思いを感じ、担任のみならず、様々な教師

が代わる代わる関わったので、特に印象深い出来事として

記憶に残った。そこで、一人ひとりの教師が、子どもに関わ

ったときの状況や子どもたちの様子、投げかけた言葉などを

一枚の紙に順に記してみることにした。その後、写真と合わ

せながら、さらに整理する作業を重ねていった。

＜事例＞ 「長くつながった輪つなぎ」 ５歳児７月

昼食後、担任と 児たちとで廊下に机や糊などを準備し、七夕の

笹飾り作りが始まった。

Ｂ教諭（養護）；机の上で真剣に輪つなぎを作るＢ児の横に座り、一

緒に作り始めた。Ｃ児も加わり、輪つなぎがたまると「長いね」と嬉し

そう。Ｃ児は横の席のＤ児にも「つなげよう」と誘いかける。

Ｃ教諭（年少担任）；通りすがりに「床につくくらい長くなるかしら 」と

声をかけた。しばらくするとＣ児が「見て！長くなったよ」と輪つなぎ

を見せてくれた。

Ｄ教諭（年中担任）；輪つなぎが重くなり、床に落ちたのを目にした

ので「長くなったね、床でやってみる？」と声をかけた。子どもたち

は輪つなぎを床に下ろした。

Ａ教諭（年長担任）；Ｃ児が「すごいんだよ 」と呼びに来た。「私とど

っちが長い 」と思わず輪つなぎの横に寝てみる。「先生より長い 」

と子どもたち。そばにいたＤ教諭を誘い、大人２人でつながって寝

てみると、輪つなぎの方が少しだけ長かった。

Ｇ教諭（年長担任）；廊下からはずむ声が聞こえた。保育室にも廊下

の楽しい雰囲気が伝わるといいなと思い「つながっててすごいんだ

よ」とつぶやいた。それを聞いて、数名が廊下の輪つなぎに加わっ

ていった。

Ｅ教諭（副園長）；歓声に誘われ職員室から廊下へと出てみた。輪

つなぎの長さを自分たちのからだを使って計ろうと、４人の子どもが

つながって寝転んでいた。Ｆ児が輪の数を数え始めた。一生懸命

数えようとするが、とばしたり数が分からなくなったりする。そこで一

つ一つ指さしながらＦ児の声に合わせて数を数えた。

Ｈ教諭（年中担任）；Ｂ児が職員室を何度も覗きに来る。開けた戸か

らは、床に置かれた輪つなぎが見えるが「これだけじゃないよ」と言

う。廊下の左右にさらに長くつながっていることがうかがえた。

降園が近づき、輪つなぎを廊下に飾ろうということになるが、子ど

もたちの手は止まらない。少しでも長くつなげようと、紙に糊をつけ

る人、それを次々つなげる人と役割を分担する姿が見られた。ま

た、輪つなぎの先端のところに紙と糊を持ってきてつなげる姿や、

いくつかつなげた輪を持ってきてつなげる姿など、様々な工夫が

生まれた。降園時間が迫り、子どもたちから輪つなぎを受けとったＣ

教諭、Ｆ教諭（年少担任）は、急いで廊下に飾った。子どもたちは、

飾られた輪つなぎを嬉しそうに見上げながら、降園した。

Ⅲ．考察とまとめ

年長組で取り組み始めた輪つなぎ作り。Ｂ教諭は、その場

を支えたいと願い関わった。Ｂ児の横に腰を据えたことで場

が安定し、「つなげたい」という思いで子どもたちが集まって

くる様子がうかがえる。教師は、子どもたちの姿を目にして

思わず声をかけているが、それが子どもたちの動きをさらに

誘い出す。Ａ教諭は子どもに呼びかけられ、とっさに輪つな

ぎの横に寝てみる。そばにいたＤ教諭もその面白い発想に

共感し、すぐさまＡ教諭とつながって寝てみる。こうした動き

は子どもたちの次の動きへとつながっていく。今度は自分た

ちのからだを使ってやってみたいと、子どもたちのからだは

動き出す。担任であるＧ教諭は、保育室にいる子どもたちに

もこの楽しい雰囲気を共有して欲しい、つながって欲しいと

願い関わっている。いずれにしても教師たちは、子どもと向

き合うこの時間を楽しみつつ、より豊かになることを願って保

育をしているということが、記録を振り返ることで見えてきた。

これらの考察から、教師自身がその場の雰囲気を楽しみ、

即興応答的に関わっていくことで、子どもたちは自ずと周り

のもの、ひと、こととつながろうと動き出すことが明らかにな

った。教師は、そのような子どもの動き出した姿を捉え、子ど

もたち一人ひとりが周りのもの、ひと、ことと自らつながること

ができるよう援助することが大切であると考える。また、教師

一人ひとりが自分らしく保育をしていくこと、それを教師同士

が互いに認め合うことも重要であろう。

探究する心を育むためには、こうした教師の援助や連携

が必要だと考える。

探究する心を育むⅣ
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